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Vyvo AI のビジョンと目標



今後3〜5年のうちに、世界中のすべての人が 自分専用の

ライフ・コパイロットを持つことになります。

人々が自分のライフ・コパイロットとして VAI を選ぶよ

うにするため、 Vyvoは今後3〜5年に向けて 3つの主要目

標 を掲げています。

誰でも使える VYVO AI コ・パイロット



ライフ・コパイロットとのやり取りを、まる

で人と会話しているように自然でリアルなも

のにする。 本物の人間との違いが分からない

ほどのレベルを目指しつつ、すべての会話と

やり取りにおいて、プライバシーとデータの

所有権を最優先に守る。それを可能にするの

が、世界初の ブロックチェーンベースのAIプ

ラットフォーム です。

目標 1



何百、何千ものエージェント、アプリ、プ

ラットフォームとやり取りできる完全なエ

ージェント型AI コ・パイロットを実現する

—  それにより、ライフ・コパイロットは日

常生活に実際の影響を与える存在になりま

す。生産性、ビジネス、プライベート、ソ

ーシャルのどんな場面でも、コ・パイロッ

トは制限なく、枠にとらわれず、まさにあ

なたの“もう一人の自分”となるのです。

目標 2



複数のプラットフォーム、デバイス、シス

テムで ライフ・コパイロットにアクセス

し、利用できるエコシステムを構築する —

ウェアラブル、オーブ、VR/ARグラス、ホ

ームシステム、自動車、ロボット、未来の

ホログラム投影など — Vyvo ライフ・コパイ

ロットを何百もの異なるデバイスや機器と

統合できる共通規格を実現する。

目標 3



ライフ・コパイロット— コアアプリケーション



Vyvo 生成AI

独自性の高い専用コンセプト



+
コンテンツを生成する…

残り 3600 クレジット

生成AI



 アクセサリー



GPU駆動型ビジネス



Vyvo 生成 AI

ライフ・コパイロット

Vai Token

ユーザー

実用性
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ありがとうございました

ファビオ・ガルディ


